
VM03 《警護：豪華客船の風雲児》謎解き解説 
 
■イントロダクション 
世界でも最上級の船旅を提供する大企業、プレシャス・クルーズ。その御曹司であるマー
レインは、幼い頃から身代金を目当てに誘拐の標的とされてきた。 
今回、彼は視察のため、同社の運航する豪華客船『プレシャス・マリー号』に乗船するこ
とになった。我々の任務はＳＰとして彼を護衛すること、のはずだったのだが……。 
 
『今宵、プレシャス・マリー号にて、最も価値あるものを頂きに参上する。怪盗セレブリ
ティ』 
 
悪ふざけとも思われた、時代外れの予告状。しかし船からは次々に高価なものが姿を消し
ていく。そして、ついには御曹司さえも――。 
怪盗に要人を攫われるなど、ＳＰの沽券に関わる。ただちにマーレインを探し出し、身の
安全を確保しなければ。 
 
 

■ゲーム開始 
スタート時の位置は【⑦客室】、時間は 14:00 となります。 
 
まず、ゲーム開始と同時に共通カード①が配られます。 

 
 
この時点でのプレイヤーの目的は「マーレインの発見と確保」になります。 
 
マーレインが宿泊していた部屋を調査すると、【⑦客室】調査[201 号室]から以下の手が
かりが得られます。 

 



マーレインを誘拐したと思しき怪盗セレブリティの足取りを掴むため、まずは怪盗セレ
ブリティが他に盗んだ品々について調査しましょう。 
 
 
 

■3つの盗品 
 

 
 
【⑧事務室】聞き込みによって怪盗による盗難被害が発生した場所が分かります。 
この手がかりを元に、【②アートギャラリー】、【③ジュエリーショップ】、【④ワインバー】
へ向かい、怪盗セレブリティに関する手がかりを集めましょう。 
 
 
《【②アートギャラリー】編》 

 

 
 
【②アートギャラリー】聞き込みでは「兵が訓練する様子が描かれた絵画」が盗まれたこ
とが分かります。また【②アートギャラリー】調査によって、『屈強な戦士たちは、鍛錬
の道を追求するべく旅立った』という手がかりも手に入ります。 
このメッセージが、盗まれた絵画が有ったと思しき場所に残されていたこと、そして「旅
立った」という表記から、「屈強な戦士たち」は「兵が訓練する様子が描かれた絵画」を
指していることが推理できます。そして旅立った先は「鍛錬の道を追求する」ことができ



る場所、つまり【⑩ジム】に絵画が隠されていることを推理しましょう。 
 

 
 
【⑩ジム】にて特殊アクション「絵画を探す」を行えれば、無事絵画を回収できます。 

 
 
 
《【③ジュエリーショップ】編》 

 

 
 
【③ジュエリーショップ】聞き込みでは、「大地の真珠と呼ばれるダイヤ」が盗まれたこ
とが分かります。また【③ジュエリーショップ】調査によって、『ガラスの中の宝石は、
まだ見ぬ大海を求めて旅立った』という手がかりも手に入ります。 
このメッセージが、盗まれたダイヤが有ったと思しき場所に残されていたこと、そして
「旅立った」という表記から、「ガラスの中の宝石」は「大地の真珠と呼ばれるダイヤ」
を指していることが推理できます。そして旅立った先は「まだ見ぬ大海」、つまり【⑨プ
ール】にダイヤが隠されていることを推理しましょう。 
 



 
 
「まだ見ぬ大海」が【⑨プール】であることの手がかりは、【⑨プール】調査によって入
手できます。 
 
【⑨プール】にて特殊アクション「ダイヤを探す」を行えれば、無事ダイヤを回収できま
す。 

 
 
 
《【④ワインバー】編》 

 

 
 
【④ワインバー】聞き込みでは、「Madame Amélie(マダムアメリ)という名前のワイン」



が盗まれたことが分かります。また【④ワインバー】調査によって、『愛の涙は、己があ
るべき場所を求めて旅立った』という手がかりも手に入ります。 
このメッセージが、盗まれたワインが有ったと思しき場所に残されていたこと、そして
「旅立った」という表記、そして【④ワインバー】聞き込みの「大富豪の男が一人の女性
へ贈る為だけに作らせたと謂われる幻のボトル」というヒントから、「愛の涙」は「Madame 
Amélie(マダムアメリ)という名前のワイン」を指していることが推理できます。 
 
そして、ワインが旅立った先である「己があるべき場所」ですが、こちらは【⑫図書室】
聞き込みから手がかりが得られます。 

 
 
ワインの名前である「Madame Amélie(マダムアメリ)」と、「アメリ＝ローランという恋
愛小説作家」を結びつけることで、「己があるべき場所」が【⑫図書室】であるという推
理に辿り着けます。 
 
【⑫図書室】にて特殊アクション「ワインを探す」を行えれば、無事ワインを回収できま
す。 

 
 
 
 
■怪しい 3 人の男性客 
 
船内の調査・聞き込みをしている途中、【⑦客室】聞き込みにて「怪しい 3 人の男性客」
という手がかりを手に入れます。 



 
 
以降、盗品の回収及びマーレインの捜索・保護と並行して、この「怪しい 3 人の男性客」
について調査していく事が目的に加わります。 

 

 
 
【⑧事務室】調査で得られる手がかりから、特殊アクション「乗客の情報について尋ねる」
が可能な事を推理し、【⑧事務室】特殊アクション「乗客情報照会」にて、怪しい 3人の
男性客は 212 号室に宿泊しているという手がかりを手に入れます。 

 
 
しかし、これだけでは当然鍵の掛かっている客室にはいることは出来ず調査ができない
ため、【⑧事務室】特殊アクション「鍵を借りる」にてアイテム「マスターキー」を手に
入れておく必要があります。 

 



 
 
「マスターキー」入手後に行える【⑦客室】調査[212 号室]で得られる手がかりでは、ド
ア側からは室内に侵入できないこと、212 号室の宿泊者は善良とは言い難い人間であるこ
とが分かります。 
 
 
 
 
また、【⑩ジム】聞き込み、【⑬レストラン】聞き込み、そして【⑪カジノ】聞き込みでギ
ャンブルに勝利すると、3 人の男の具体的な手がかりが手に入ります。 

 

 
 

 

 



 
これらの「怪しい 3人の男性客」に関する手がかり、そして【⑪カジノ】ギャンブル勝利
で手に入る「三つの隠し場所は慎重に考えろ」という手がかりから、『この「三つ」とは
盗まれた「絵画」・「ダイヤ」・「ワイン」の三つのことであり、この「怪しい 3人の男性客」
が怪盗セレブリティの正体である』という勘違いをさせることが、《警護：豪華客船の風
雲児》のミスリードとなります。 

 
 
■マーレインの捜索・保護 
 

17:30（8ターン目）になると、共通カード③が配られます。 

 

 
 
【②アートギャラリー】調査 2 ではマーレインの行方に関する手がかりと、アイテム「ロ
ープ製のはしご」が手に入ります。 
【⑧事務室】特殊アクション「客室の位置を確認」で手に入るアイテム[客室表]とマップ
を照らし合わせて確認すると、マーレインの宿泊していた 201 号室は【②アートギャラ
リー】の真下であることが分かります。 

 



 
また、【⑨プール】聞き込みではマーレインの人柄に関する手がかりが得られます。 

 
 
そして、【⑥シアター】聞き込みにてこんな手がかりが得られます。 

 
 
この「手ぶらで、仕事をサボって映画を見ている清掃スタッフ」という手がかり、そして
【②アートギャラリー】調査 2 で得た「掃除用具入れの中に脱ぎ捨てられていたマーレ
インの服」、【⑨プール】聞き込みで得た「悪戯好き」、「夢は映画監督」というマーレイン
の人柄から、「手ぶらで、仕事をサボって映画を見ている清掃スタッフ」は「部屋を[ロー
プ製のはしご]で抜け出し、清掃スタッフに変装して映画を見ているマーレイン」である
という推理ができます。 
 
上記推理より、【⑥シアター】にて特殊アクション「マーレインを探す」を行うことで、
無事マーレインを発見、保護できます。 

 
 
マーレインを保護したことで当初の目的は達成しましたが、調査中に得た手がかりなど
から新たに残る謎を解き明かしていくことが次の目的になります。 
 
 
 

■怪盗セレブリティの正体 



 
怪盗セレブリティについての手がかりは、3 つの盗品とともに残されたカードの言葉があ
ります。 

 
 
それぞれ、「歴史」・「意味」・「人」という特徴的な言葉が添えられています。 
 
そして、【⑤プール】聞き込みで得られる手がかりを見ると、 

 
 
怪盗セレブリティの残したカードと同様、「歴史」・「意味」・「人」という特徴的な言葉が、
プレシャス・クルーズ現社長、つまりマーレインの父親の言葉にも現れています。 
 

 



 
また、マーレインが宿泊していた【⑦客室】調査[201 号室]には、他の盗品と同じく「◯
◯は、～を求めて旅立った」というカードが残されているため、一見マーレインは怪盗セ
レブリティに誘拐されたように思われます。しかし、15:30（4 ターン目）に配布された
共通カード②から、マーレインを攫ったはずの怪盗セレブリティから身代金などの要求
の無いことが分かります。 

 
 
そして何より、当のマーレイン本人は、清掃スタッフに変装して映画を見ているという状
態で発見されました。 

 
 
最終的に、【⑥シアター】特殊アクション「マーレインを探す」で得られる「僕の仕掛け
たショー」という手がかりが決め手になります。 
怪盗セレブリティの正体はマーレイン本人です。彼はアイテム[ロープ製のはしご]を用い
【⑦客室（201 号室）】から【②アートギャラリー】へと移動、清掃用具入れで清掃スタ
ッフの服装へと着替えました。父の言葉をなぞって「絵画」・「ダイヤ」・「ワイン」を、価
値を見いだせる誰かが発見できるように隠し、その後は【⑥シアター】でずっと映画を見
ていました。 
 
これは、【⑨プール】聞き込み得られる「悪戯好き」というマーレインの性格からも推理
することができます。 

 
 



怪盗セレブリティの正体にたどり着いたプレイヤーたちに、最後に残る謎は「怪しい 3人
の男性客」です。 
 
 
 
 

■爆弾の発見と解除 
 
この時点で残っている謎は「怪しい 3人の男性客」なため、それらに紐づく手がかりを探
ってみましょう。 

 
 
上記の手がかりから、「怪しい 3 人の男性客」については 
 
・212 号室に 3 人で宿泊している（【⑦客室】調査[212号室]より） 
・太った男、長身の男、眼鏡の男の 3人組である。 
・太った男はマーレインを探している。（【⑩ジム】聞き込みより） 



・長身の男は、3つの何かを人の集まる場所に隠すように、誰かに指示している。（【⑪
カジノ】ギャンブル勝利より） 
・眼鏡の男は、夜に人が集まる場所を尋ねている。（【⑬レストラン】聞き込みより） 
 

ことが分かります。 
 
以前の段階では、長身の男が隠すように指示しているものは、怪盗セレブリティの 3 つ
の盗品のことかと推理することができましたが、怪盗セレブリティの正体はマーレイン
であることが明らかになったため、盗品とは別のものであると改めて推理することとな
ります。 
 
上記推理のヒントとして、長身の男は「なるべく人が集まる場所」に隠すよう指示してい
ますが、実際に怪盗セレブリティの盗品が隠されていたのは【⑨プール】、【⑩ジム】、【⑫
図書室】と、この客船内でとりわけ人が集まるというほどの施設ではないことがあります。 
 
そして、19:30（12 ターン目）になると共通カード④が配布されます。 

 
 
ここで、タイムリミットが 22:00 であり、21:30（16 ターン目）がラストターンであるこ
とが開示されます。それまでに船内に設置された爆弾の場所を突き止め、犯人を確保する
ことがプレイヤーの最後の目的となります。 
 
ここまで来れば、【⑪カジノ】ギャンブル勝利の手がかりで触れられている、長身の男が
隠すように指示したものこそが船内に設置された爆弾である、つまり、「爆弾は 3つあり、
人が集まる場所に隠されている」ということに気づくことができます。 

 
 
そして、夜に人が集まる場所を尋ねていた眼鏡の男が、長身の男の電話相手であることに



も気づくでしょう。【⑬レストラン】聞き込みでの手がかりより、「【⑥シアター】に人が
集まりそうだ」という情報を入手できるので、爆弾の 1 つは【⑥シアター】にあると推理
できます。 

 
 
残り 2 箇所の「夜に人が集まる場所」についての手がかりは、それぞれ【①レストラン】
調査と【⑪カジノ】調査にて手に入れることができます。 

 
 

3 つの爆弾がそれぞれ【①レストラン】、【⑥シアター】、【⑪カジノ】に設置されたことを
推理できたら、いよいよ爆弾の捜索に向かいます。 
 
 
《【①レストラン】編》 
盗品回収同様、【①レストラン】にて特殊アクション「爆弾を探す」を行うことになりま
すが、【①レストラン】調査で得られる手がかりより、ディナー営業の時間帯は 19:30～
20:30/21:30～22:30 であることが分かります。 

 
 



営業中はディナーを楽しむ乗客で賑わっているため、隅から隅まで捜索することができ
ません。営業インターバルの時間帯となる 20:30（14 ターン目）～21:00（15 ターン目）
の間に【①レストラン】特殊アクション「爆弾を探す」を行うことで、爆弾を発見します。 

 
 
 
《【⑥シアター】編》 
【⑥シアター】調査で得られる手がかりより、【①レストラン】の営業時間同様、【⑥シア
ター】にも作品の上映時間が定められていることが分かります。 

 
 
映画の上映中は館内が暗くなるため、爆弾を捜索することができません。 
爆弾を見つけるためには、上映インターバルの時間帯である 21:00（15 ターン目）のうち
に【⑥シアター】特殊アクション「爆弾を探す」を行う必要があります。 

 
 
 
《【⑪カジノ】編》 
【⑪カジノ】調査で得られる手がかりには、営業時間などの記載は無いことが分かります。 

 



 
 
 
そのため、【⑪カジノ】特殊アクション「爆弾を探す」では、時間帯に関わらず爆弾を発
見できます。 

 
 
 
※【①レストラン】と【⑥シアター】の特殊アクション「爆弾を探す」について、時間帯
制限の他に以下の手順で爆弾を発見することができます。 
 
【⑧事務室】調査で得られる手がかりから、【⑧事務室】では特殊アクション「館内アナ
ウンス」を使用することができることが分かります。 

 
 
【⑧事務室】特殊アクション「館内アナウンス」を用いて、【①レストラン】や【⑥シア
ター】などから乗客を退避させることで、本来なら営業中である時間帯でも特殊アクショ
ン「爆弾を探す」によって爆弾を発見することができます。 
 
しかし、【⑧事務室】特殊アクション「館内アナウンス」を使用した場合、 

 
 
【⑧事務室】聞き込みで得られる手がかりにある、「乗客にはなるべく混乱を悟られぬよ
う、行動には細心の注意をお願いいたします。」というお願いを守れなかった事になり、



乗客を不安にさせる事になってしまうため、エンディングが少し変化します。 
 
 
3 つの爆弾を手に入れたら、続いて爆弾の解除を行う必要があります。 
特殊アクション「爆弾の解除」は実行場所の制限はなく、また失敗することもありません。 
プレイヤーが思いついた何らかの方法で、爆弾が解除されます。 
 
犯人が指定したタイムリミットである 22:00 より前に全ての爆弾を解除できれば、残る
目的は「犯人の確保」です。 
 
もし 22:00 までに全ての爆弾を解除できなかった場合、犯人の要求に従う事になってし
まうため、バッドエンドシナリオへ進みます。 

 
 
 
 
■犯人の確保 
 
爆弾を仕掛けた犯人である「怪しい 3人の男性客」の所在については、 

 

 
 
・212 号室の宿泊者であること（【⑧事務室】特殊アクション「乗客情報照会」より） 
・212 号室はドア側からは侵入できないこと（【⑦客室】調査[212 号室]より） 



 
が分かっています。 
犯人の確保のためには、【⑦客室（212 号室）】へ突入する必要があるため、ドア側以外か
らの突入方法を推理しなければなりません。 
 
ここで、【②アートギャラリー】調査２で得られる手がかりから、手に入れたアイテム[ロ
ープ製のはしご]を用いて、DECK１と DECK２客室バルコニーの間を移動できる事が分
かります。 

 
 
また、【⑧事務室】特殊アクション「客室の位置を確認」で手に入るアイテム[客室表]と
マップを照らし合わせて確認すると、怪しい 3 人の男性客が宿泊している 212 号室は【④
ワインバー】の真下であることが分かります。 

 

 
以上の手がかりから、【④ワインバー】からアイテム[ロープ製のはしご]を用いて、【⑦
客室（212 号室）】へバルコニー側から突入することが可能だという推理ができます。 
 
タイムリミットである 22:00より前にアイテム[ロープ製のはしご]所持プレイヤーが
【④ワインバー】特殊アクション「212 号室へ突入」を宣言すれば、ベストエンディン
グシナリオへ進み、ゲームクリアとなります。 
 
爆弾解除後、22:00 までに 212号室への突入を行えなかった場合、グッドエンディング
シナリオへ進行し、ゲームクリアとなります。 


